　動物科学特論I
第339回Zoological Conference

日時：　4月14日（水）16:00-17:00　

演者：　市川 眞澄　博士

（財）東京都医学研究機構・東京都神経科学総合研究所
演題：
フェロモン記憶のシナプスメカニズム
シナプスの可塑性は記憶学習の基礎と考えられているが、脳内で特定の記憶に関わるシナプスが同定されていないため、記憶と直結したシナプスの可塑性は明確になっていない。雌マウスは交尾相手のフェロモンを記憶し、発情を阻止することで妊娠を維持している。このように雌マウスにはフェロモン記憶機構が存在し、記憶の部位が副嗅球という鋤鼻系の第１次中枢にある。雌マウスのフェロモン記憶期における、副嗅球内の相反性シナプスの電子顕微鏡解析により、相反性シナプスの変化を明らかにした。このシナプス変化は、交尾およびフェロモン両者の情報が同時に入力することによって起り、記憶の形成・維持に役立っている。電子顕微鏡では、連続的な観察は不可能である。一方、脳内の形態変化を直接観察する、in vivo イメージングの開発が進んでいるが、シナプスの形態変化を解析するレベルには達していない。したがって、鋤鼻器—副嗅球ニューロン共培養系を開発して、フェロモン記憶に関わる副嗅球内のシナプス形態変化をリアルタイムイメージングすることを試みている。
場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物科学大講座 

  (TEL: 03-5841-4018)生体情報学研究室

